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(町田1979より) ↑ 出土した右勧告(安通・洞No.2遺跡)

縦断し舗のアクセサリーを島lこんすた焔。椴偏見の丈たちも紛こちと首
みみかぎ かみかざ

じように耳飾り(ピアス)や髪飾り、ネックレス、フ、レスレツトなどでファッションを議し

みました。
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耳飾り(安通・洞No.2遺跡-

f 発掘調査作業の様子(安通・洞No.2遺跡)
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今年援も前橋市のたくさんの場所で、発掘調査がげわれました。発掘調査では、住居・土坑・濯

などの生活の跡や、おわん・かめ・つぼなどの道具がたんさん見つかりましたo見つかったも
わ

のをよく観察すると昔の人々がどのようにして生活していたかが分かります。

あんづう・ほら いせき

安通・洞No.2遺跡

主活lt品ltlこは、条員.革、説話長lこEd時(苓でいう長

芹>1{、重荷首長lこは言語揺がありました。言う時の最
いじ ちゅうしんち
治の中心地でした。

ちょっけい おおがたみみかぎ
↑直径が6cmもある大型の耳飾り

しゆっど
が出土しました。

もとそうじゃおうみいせきぐん

元総社蒼海遺跡群(40)-(50) 

*9つのトレンチ
せってい ちょ

を設定して調
うさ
査しました。

こうずけこくふちょうさ

上野国府調査

ふん たてあ弘tゅうきょあと けん
*古墳時代の竪穴住居跡が12軒見つかりました。

主誌からは家くの五轟が見つかりました。

ろつくいせきぐん

六供遺跡群No.7

安福詰蓋存薬の長三手

↑道苫な突きさの宕議(長じり)が
こしゆっど

260個出土しました。

↑話番接lD若量富が国
土しました。
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あさくらこうぎようだんちいせきぐん

朝倉工業団地遺跡群No.2・3

半、哉 24年1重量露支;1t誠霧編舗差 いち覧

遺跡名 所在地 主な時代

舗道主主語4t単純No2・3
下しも佐さど鳥りま町ち ぢ造、長良.革、錦戦

あ安ん通づう・l洞まらNo.2遺いせ跡き か粕す川かわ町まち室むろ沢さわ
語交l与従

Z64t雪〈論説蚕 完蒜桂面 柔良.羊、錦 戦

も元と総そう社じゃ蒼おう海み遺いせ跡きぐ群ん(40)-(50) 話語桂荷 首選、長良.羊安時徒、高1昼、

六ろつ供くい遺せ跡きぐ群んNo.7 六供町
古こふ墳ん時じだ代い、き近んせ世い
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ヲ骨髄両足と革、妻偏見の端厳が負っかりました。また、蹴20掌の室長で甚われ

た議議車が負っかりました。

しょうわ ねん
↑ 昭和20年8
がっ ぽくげきき
月、8-29爆撃機

から転手された

議議室

叫時

ふ
古

た
竪

A
W
い

t

設
い引
い切
一
判
断

.お

川河
川町

'見

達

制
Jm
跡

が
安
山
川軒

へ阿

=

、
売
居

州
平

叩

ー

は

刷
跡

く
区

山山
住
ら
と
が
い
山
真

芳
居

室

抗
穴
か
批
跡
凶
写

伽
住

U

調

日
竪

山
代

同
居

L
um穴

の

の

日
時

叫
住

υ日
竪

こ

山口
代

ん
墳

功
穴

ま

の

ねんどと あな み
粘土を採った穴がたくさん見つかりました。

いっぺん じゅうきょあと
一辺が10mもあるとても大きな住居跡

+-

↑主3S域、最訴が員っかりました。岩のj菜、さは

4m以上あります。

はるなさんかざんばい う こふんじだいすいでん
↑榛名山の火山灰(Hr-FA)に埋もれていた古墳時代の水回

あとすいでん ひじよう ちい わ
跡。水田は非常に小さく分けられていました。

1439宰(薬事12f)、議論芸亀誌は、載さCの断見

にこの屯を寺るために、 誉議援を蔓きました。突き

さはエ長国議を黄に苦爪詰の葉釘目、貰ゐヰ

)百irを紺としました。総芸能の後、誠

氏、結芸氏が語誠としました。

半過に藁かれたお域としては、

説勧告属輪、でご樹い

お城だよ。



*:説掛から半、鋭誌の1主吾首がたくさん員っかりま
した。益のついた民主悩議など25lぃ這s弱が出主.しま

EE重吉11[1]・E・置翠重留置園

した。

話に蓄のついた段、福島j暴てつ あっ

鉄くずを集めておいた

場所

民過論議とは、皆勤芸品いた段、を京に急かしてで
きた議誌、をかけて長いた五畠のこと。条員.半し安
んじだい つく ゃくしょ てらつか

時代に作られ、役所やお寺で使われたよ。
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2つの大きな
かめ ちよくりつ

護が直立し
しゆっど

たまま出土

しました。

すい

水そう

諺を筆主た蔀ぃ議を京の
なか い きゅうげきさ

中に入れて急激に冷まし金床石

この道の主で寵した蚕をたたいて諺ち

を作りました。

最右 SF訴を詰誼で急かし、それをたたいて議ぇ、議芳な諺ゐ語義
高差量存すること。
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荘重の転手(16トレンチ)
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女王高温浦は、営くから英語li苗の磁lvh1I信道lこあったと考えられていまし
た。詳の端舗で組制の貰砕し通知から文諺ゃ「通話7kb「簡」と善か
れた星連主蓄がたくさん負っかりました。また、tS金首詰道室を逼るときの新繭
差では面持の箱詰跡が霧覧されました。主う時誼われていた長湯量なども実掘され
ています。これらのことから、議ii持拡から留金昔話遥量のこ語、が、面請の最適
と量定されます。
女齢、、前権撤謀総では諸国浦のt抽出品こ、説話会福磁場
くっちょうさ おこな

掘調査を行っています。

ょうごかいせつ

用語解説 ; 
こくふ こくし ぎしき せいじ おこな たてもの やくにん はたら ゃくしょやくにん

【国府】国司が儀式や政治を行った建物や役人が働いていた役所、役人の

:i語、瓦法の糧省、出張、寧長、こ艇の丈定の量3iみなどを誉む22i去の語新。
j【面2ST誕I丈の送達を語、禁忌る書面ゐ抗員長。

;【量詰】 誕崩の逼弱の語新。 討重量(8トレンチ)
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